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山口市で、宝くじ当選情報を名目に現金をだまし取る「買え買え

詐欺」事件が発生しました。県内では、「宝くじ当選情報」以外にも、

社債や未公開株への投資を理由に現金をだまし取られる被害も発生

していますので注意をお願いします。

「投資」や「宝くじの当選情報」等に絶対に儲かる情報はあり得ま

せん。このような話は必ず詐欺を疑い、警察に必ず相談して下さい。
※ 警察では、投資やギャンブル必勝法等を理由に現金をだまし取る手口の詐欺を

「買え買え詐欺」と呼び広報しています。

「絶対に儲かる」という言葉は詐欺

【山口市で発生した被害の状況】
○ 被害者

山口市居住 男性（５０歳代）
○ 被害の状況

本年１月１６日、男性方に見知らぬ電話番号から着信があっ
たため、折り返し電話を架けたところ、電話に出た男から、

「当社はロト６が１００％的中する情報を持っている。」
「あなたにも情報を差し上げます。」
「購入者が十数名おり、１人当たり５００万円必要だが、あな
たは初回なので、３５０万円払ってくれたら、２等の当選番
号を教える。」

などと言われ、話を信じた男性は、山口市内及び周南市内の
金融機関から３回にわたり、相手の指定した口座に現金合計
１９０万円を振り込みました。

しかし、相手から教えられた当選番号のとおりにロト６を
購入するも的中せず、だまされたことが判明したものです。




